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＋（強み）

• ICTの活用に積極的な若手教員が多い。

• 今までの教員の実践はデータ化して、校内の共有サーバーに蓄積されている。

• 各家庭のWi-Fi普及率が90％を超えており、Wi-Fiが無い家庭も市より貸し出し
ているルーターの登録に積極的である。

• ICTサポーターが毎月三回来校しており、情報担当が担任との授業の連携を上
手く図っている。

• 一人１台PCが配備されており、校内Wi-Fiがどこでも安定して繋がっている。



ー（弱み）

• 全職員が集まる研修会をもつ時間が確保しづらい。

• ICTを積極的に活用してきた教員とほとんど活用してこなかった教員に二
分される。



＋（強み） ー（弱み）

月 研修テーマ［研修形態］ 担当 関連する行事等

4月
[個人研修]ステージ１，２必須動画視聴
校内研修会「タブレットの使い方・校内ICT環境」

推進リーダー
サブリーダー

4/30(金)第一回GIGA校内研

修推進リーダー研修

※年間計画持参

5月
校内研修会「ICTを活用して、児童生徒が学級全体に発表する
機器の操作方法・Chromecast・InterCLASS® Cloud」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

5/7（金）新たな授業づくり

研修状況報告一次締め切り

6月
OJT「GIGAスクール構想」情報共有
校内研修会「意見や考えを共有し、話し合いを通して思考を
深めるアプリ・Jamboardの利用」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

7月
校内研修会「インターネットやデジタル教材から情報を収集
しよう」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

中間
目標

8月
[個人研修]ステージ２、３動画視聴
OJT「GIGAスクール構想」情報共有
校内研修会「1学期の振り返りと、2学期の取り組み確認」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

9月
校内研修会「プログラミングを使ってみよう・Hour of
Code・Scratch・micro:bit」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

4/30(金)第一回GIGA校内研

修推進リーダー研修

※発表資料持参

10月
校内研修会「アンケートをとって集計を見よう・Google
フォーム」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

11月
校内研修会「収集した情報を分担し、共同で作品を完成させ
よう・Google スライドの応用」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

12月
OJT「GIGAスクール構想」情報共有 推進リーダー

サブリーダー
ICTサポーター

中間
目標

１月
校内研修会「作品をデジタルで作成する方法」 推進リーダー

サブリーダー
ICTサポーター

２月
OJT「GIGAスクール構想」情報共有
校内研修会「オンラインの会議をしよう・Google meet」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

3月
校内研修会「1年間の振り返りと次年度に向けて・振り返りア
ンケートの作成・実践報告作成」

推進リーダー

サブリーダーICT

サポーター

3/4（金）GIGA校内研修推進

リーダー研修実践報告締め

切り

3/4（金）新たな授業づくり

研修受講状況報告

GIGA校内研修推進リーダー（宮西雄太）
（加賀市）立（動橋小）学校

令和3年度　GIGA校内研修　年間計画
目標の達成に影響を与える現状

校内研修のアイディア

「加賀市一人１台PCの活用ステップの具体」のステップ１，２において本校が実
践してきた取り組みを継続させながら、ステップ３の「学習場面に応じた児童生
徒によるICTの活用」に向けて研修を計画的に取り組んでいく。

・若プロ校内研修で、ICTを活用した授業実践の報告会やICT情報の共有をする。
・ICTのことで困ったときにすぐに相談しやすい職場環境を作り、問題解決方法を
広めていく。
・昨年度も取り組んでいた情報通信（自校や他校の実践やICTの最新情報など）を
定期的に出す。
・全校集会の中で、ICTを活用して発表をしたり、活用のモデルを全児童、教員に
広める。

・全職員が集まる研修会をもつ時間が確保しづらい。
・ICTを積極的に活用してきた教員とほとんど活用してこなかっ
た教員に二分される。

・ICTの活用に積極的な若手教員が多い。
・今までの教員の実践はデータ化して、校内の共有サーバーに
蓄積されている。
・各家庭のWi-Fi普及率が90％を超えており、Wi-Fiが無い家庭
も市より貸し出しているルーターの登録に積極的である。
・ICTサポーターが毎月三回来校しており、情報担当が担任との
授業の連携を上手く図っている。
・一人１台PCが配備されており、校内Wi-Fiがどこでも安定して
繋がっている。

・「加賀市の一人１台PCの活用ステップアップ具体」のステップ３「学習場面に
応じた児童生徒によるICTの活用」を実現する。

・全ての担任と児童が毎日、学習や活動の場面でICTを活用する機会を作ってい
る。

・Googleclassroomの「動橋小教職員のクラスルーム」を利用して、教材や情報の
共有をしていく。

[児童]授業の目標を達成させるための学習活動で、1日に2授業以上で、児童がPCを使用する。
[教師]全ての教員が、ICT機器やの使い方や考えを共有し合うアプリの使い方が分かり、問題解決
型学習においても積極的に利用できる。

[児童]授業の目標を達成させるための学習活動で、1日に1授業以上で、児童がPCを使用する。
[教師]全ての教員が、基本的なICT機器やの使い方や考えを共有し合うアプリの使い方が分かり、
利用できる。

目標「令和3年度末にめざすICTを活用した学びの姿」
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１若プロ校内研修で、ICTを活用した授業実践の報告会や
ICT情報の共有をする。

２ICTのことで困ったときにすぐに相談しやすい職場環境
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３昨年度も取り組んでいた情報通信（自校や他校の実践
やICTの最新情報など）を定期的に出す。

４全校集会の中で、ICTを活用して発表をしたり、活用のモ
デルを全児童、教員に広める。



１若プロ校内研修で、ICTを活用した授業実
践の報告会やICT情報の共有をする。



１若プロ校内研修で、ICTを活用した授業実
践の報告会やICT情報の共有をする。



２ICTのことで困ったときにすぐに相談しやすい職
場環境を作り、問題解決方法を広めていく。



２ICTのことで困ったときにすぐに相談しやすい職
場環境を作り、問題解決方法を広めていく。

希望調査 確定



３昨年度も取り組んでいた情報通信（自校や他校
の実践やICTの最新情報など）を定期的に出す



３昨年度も取り組んでいた情報通信（自校や他校
の実践やICTの最新情報など）を定期的に出す

実践の積み重ね

ICTの活用が活発に



４全校集会の中で、ICTを活用して発表をし
たり、活用のモデルを全児童、教員に広める。



４全校集会の中で、ICTを活用して発表をし
たり、活用のモデルを全児童、教員に広める。

児童・教員の実践

ICTの活用が活発に



★Googleclassroomの「動橋小教職員のクラスルー
ム」を利用して、教材や情報の共有をしていく。



★学校評価のアンケートのICT化



★道徳の研究発表会



＋（強み） ー（弱み）

月 研修テーマ［研修形態］ 担当 関連する行事等

4月
[個人研修]ステージ１，２必須動画視聴
校内研修会「タブレットの使い方・校内ICT環境」

推進リーダー
サブリーダー

4/30(金)第一回GIGA校内研

修推進リーダー研修

※年間計画持参

5月
校内研修会「ICTを活用して、児童生徒が学級全体に発表する
機器の操作方法・Chromecast・InterCLASS® Cloud」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

5/7（金）新たな授業づくり

研修状況報告一次締め切り

6月
OJT「GIGAスクール構想」情報共有
校内研修会「意見や考えを共有し、話し合いを通して思考を
深めるアプリ・Jamboardの利用」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

7月
校内研修会「インターネットやデジタル教材から情報を収集
しよう」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

中間
目標

8月
[個人研修]ステージ２、３動画視聴
OJT「GIGAスクール構想」情報共有
校内研修会「1学期の振り返りと、2学期の取り組み確認」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

9月
校内研修会「プログラミングを使ってみよう・Hour of
Code・Scratch・micro:bit」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

4/30(金)第一回GIGA校内研

修推進リーダー研修

※発表資料持参

10月
校内研修会「アンケートをとって集計を見よう・Google
フォーム」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

11月
校内研修会「収集した情報を分担し、共同で作品を完成させ
よう・Google スライドの応用」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

12月
OJT「GIGAスクール構想」情報共有 推進リーダー

サブリーダー
ICTサポーター

中間
目標

１月
校内研修会「作品をデジタルで作成する方法」 推進リーダー

サブリーダー
ICTサポーター

２月
OJT「GIGAスクール構想」情報共有
校内研修会「オンラインの会議をしよう・Google meet」

推進リーダー
サブリーダー
ICTサポーター

3月
校内研修会「1年間の振り返りと次年度に向けて・振り返りア
ンケートの作成・実践報告作成」

推進リーダー

サブリーダーICT

サポーター

3/4（金）GIGA校内研修推進

リーダー研修実践報告締め

切り

3/4（金）新たな授業づくり

研修受講状況報告

GIGA校内研修推進リーダー（宮西雄太）
（加賀市）立（動橋小）学校

令和3年度　GIGA校内研修　年間計画
目標の達成に影響を与える現状

校内研修のアイディア

「加賀市一人１台PCの活用ステップの具体」のステップ１，２において本校が実
践してきた取り組みを継続させながら、ステップ３の「学習場面に応じた児童生
徒によるICTの活用」に向けて研修を計画的に取り組んでいく。

・若プロ校内研修で、ICTを活用した授業実践の報告会やICT情報の共有をする。
・ICTのことで困ったときにすぐに相談しやすい職場環境を作り、問題解決方法を
広めていく。
・昨年度も取り組んでいた情報通信（自校や他校の実践やICTの最新情報など）を
定期的に出す。
・全校集会の中で、ICTを活用して発表をしたり、活用のモデルを全児童、教員に
広める。

・全職員が集まる研修会をもつ時間が確保しづらい。
・ICTを積極的に活用してきた教員とほとんど活用してこなかっ
た教員に二分される。

・ICTの活用に積極的な若手教員が多い。
・今までの教員の実践はデータ化して、校内の共有サーバーに
蓄積されている。
・各家庭のWi-Fi普及率が90％を超えており、Wi-Fiが無い家庭
も市より貸し出しているルーターの登録に積極的である。
・ICTサポーターが毎月三回来校しており、情報担当が担任との
授業の連携を上手く図っている。
・一人１台PCが配備されており、校内Wi-Fiがどこでも安定して
繋がっている。

・「加賀市の一人１台PCの活用ステップアップ具体」のステップ３「学習場面に
応じた児童生徒によるICTの活用」を実現する。

・全ての担任と児童が毎日、学習や活動の場面でICTを活用する機会を作ってい
る。

・Googleclassroomの「動橋小教職員のクラスルーム」を利用して、教材や情報の
共有をしていく。

[児童]授業の目標を達成させるための学習活動で、1日に2授業以上で、児童がPCを使用する。
[教師]全ての教員が、ICT機器やの使い方や考えを共有し合うアプリの使い方が分かり、問題解決
型学習においても積極的に利用できる。

[児童]授業の目標を達成させるための学習活動で、1日に1授業以上で、児童がPCを使用する。
[教師]全ての教員が、基本的なICT機器やの使い方や考えを共有し合うアプリの使い方が分かり、
利用できる。

目標「令和3年度末にめざすICTを活用した学びの姿」

目標「令和3年度末にめざすICTを活用した学びの姿」
★「加賀市の一人１台PCの活用ステップアップ具体」のス
テップ３「学習場面に応じた児童生徒によるICTの活用」

を実現する。

学習活動において，児童が個人PCを効果的に活用でき
たと感じている職員が

Ａ ８０％以上 Ｂ ７０％以上
Ｃ ６０％以上 Ｄ ６０％未満



成果(◯)と課題（▲）

〇学級担任用に１台タブレットとchromebookを配布することで、両方の機器に慣
れてもらえるようになった。

〇機器トラブルなどの際に情報担当に声をかけてもらうことで、その場でトラブルを
解決して使用を続けることができた。

〇情報通信を通じて校内の実践を広めることができた。

〇オンライン登校日やオンライン集会を実施できたことでICTに触れる機会が増え
たので、授業でも生かせるようにしていく。



成果(◯)と課題（▲）

▲個人PC（chromebook）は扱いやすく積極的に使ってもらっている場面も

多いが、タブレットは扱いにくい所もあり、低学年で活用を促進できなかっ
た。



改善策（具体的な取り組み 重点★）

★低学年においては、授業のおいてタブレットが活用できる場面を提案したり、ＩＣ
Ｔサポーターと連携しながら積極的に授業を予定していく。中高学年においては、

授業で個人PCを活用してもらっていることが多いので、より効果的に活用できるよ

うに、担任に効果的だった場面の話を聞いたりして、情報通信で様々な実践を引
き続き広めていく。

★放課後の短い時間に、効果的だった実践の簡単な操作方法等を丸テーブル
で体験できるOJTを実施していく。



GIGA校内研修推進
リーダー研修二日目

加賀市立動橋小学校

GIGA校内研修推進リーダー

宮西雄太

ご清聴ありがとうございました

令和3年9月21日


